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研究成果の概要 

これまでは炎症や感染に対する細胞の記憶は免疫細胞のみに起こると考えられていた。しかし、最近の

研究で皮膚においては免疫細胞のみならず、上皮幹細胞も炎症を記憶し、次回の刺激に対して素早く反

応して創傷治癒を促進する事が報告された。腸も皮膚と同様に人体と外界のバリアとして機能するが、

腸において炎症記憶の研究はなされていない。今回の研究では腸の再生における炎症記憶メカニズム

の解明を目指している。今年度は細胞株やオルガノイド、マウスモデルを用いて、炎症記憶に関連候補

分子の機能解析や空間トランスクリプトミクス解析などを行うことで、炎症記憶に関する分子メカニ

ズムの解析を行った。 
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